
呉港広多賀谷地区岸壁改良事業

【事業目的】
当地区の公共岸壁（水深4.5m）は、背後企業の生産活動を支える物流拠点として重要な役割を担っており、同
施設は、主に製材、鋼材などを高頻度に取り扱っているが、昭和46年度の供用開始から40年以上が経過し、岸壁の
沈下やエプロンの老朽化により、荷役作業に支障が生じていた。
背後企業の効率的な物流を維持するため、老朽化対策による施設の延命化、利便性の改善を図る。

【事業内容】
直轄：岸壁(水深4.5m)
【事業期間】
平成28年度～令和5年度

岸壁エプロンの傾斜

大潮時の施設の冠水

完了後の岸壁エプロン

岸壁（水深4.5m）
改良 240m

位置図

広多賀谷地区
ひろたがや


